
機械工学課程 2年次「機械工学基礎実験」（2015） 

課題 No.5「フラクタルCG」 
[今週のテーマ] 数値計算入門：コンピュータに計算をさせてみよう 
日付： 月  日    学籍番号：  氏  名：  

 
演習 1（MATLAB の基本操作） 
ハンドアウト「第 1 週：数値計算入門」をよんで，資料内の指示に従って各操作を実行してみなさい．また，資料内

の問い 1～4，および問い 7の結果を下記に整理しなさい．各問いが終わるごとに TAの確認を受けること． 

 
問い 1. MATLAB で計算した結果を手持ちの電卓（または手計算）を使って計算した結果と比較・検証しなさい． 

 電卓/手計算 MATLAB 

1. 3× 2.95 − 1.69 + 2.3   

2. (3.8! + 2.0)/2.5   

3. 1 ÷ 3×3   

4. !
!

!
!"
− !

!
   

5. 0 ÷ 0   

 
問い 2. MATLAB で計算した結果と作成したコードを下記にまとめなさい． 

100 年後の原子数の減少割合         %減少した 
ソースコード 
 
 
 

 
問い 3. 3 行 3 列の行列同士の和と積を計算するためのコードを C言語を使って記述しなさい．ただし，行列 A[3][3] 
    と行列 B[3][3]にはあらかじめ適当な値が入っており，その和（積）の結果を行列 C[3][3]に格納する計算部 

     のみを下記に示せばよい． 

和の計算 積の計算 



担当：計測システム研究室・秋月（2015 年度） 

 
問い 4. 式（2）と式（3）の計算結果をMATLAB をつかって求めなさい．また，MATLAB にあらかじめ用意され 
        た関数 mean と std を使った場合の結果も求めて，2つの結果にもし違いがある場合はその違いがなぜ生じ 

    るのかを検証しなさい． 

式（2）の結果  mean 関数の結果  

式（3）の結果  std 関数の結果  

結果の比較 
 
 
 

 
問い 7. プログラム内の周波数 f を変化させると，波形や再生される音はどのように変化するかを検証しなさい． 

f を大きくした
とき 

 

f を小さくした
とき 

 

 
 
演習 2（レポート作成・第 1 週分） 
下記 URL からレポートのひな形ファイルをダウンロードし，このファイルを使って上記の演習 1の結果をレポートに

まとめなさい． 

レポート書式のダウンロード先： http://goo.gl/rzcH9e 
l 作成したレポートは，持参した USB メモリもしくは IMC 提供のネットワークドライブ内に保存し，次週の実

験でも利用できるように準備しておくこと．次週の実験冒頭でレポートのすすみ具合を担当教員または

TA が確認する 

l また，本実験課題では第 1週と第 2週の実験結果をあわせて，1本のレポートを作成する．レポートの提出〆

切は，第 2週の実験終了後 1週間以内とするが，詳しい日時や提出方法等は，次週の実験時に指示する． 

以上 

 
 


